
 
 

    
令和２年 3 月２５日 

 

琉球大学における RPA 導入に向けた取組みについて 

 
琉球大学では、大学業務の高度化・複雑化により業務量が増大する中、単純業務を効率化

し、企画立案等のより高度な業務にシフトする必要があるとの問題意識の下、「RPA 等を活
用した業務改善プロジェクト」として、本学事務組織において RPA 導入に向けた実証実験を
行いました。 

 
実証実験では、株式会社オプテージ及び株式会社国建システムの協力の下、RPA ツールで

ある「UiPath」を活用し、３つの業務を対象に実証実験を行いました。その結果、対象３業
務だけでも、RPA の本格導入により年 264 時間の業務が削減される可能性があることがわか
りました。また、「業務が標準化される」「業務の正確性が向上する」「業務内容が高度化さ
れる」といった定性的な効果もあることがわかりました。他方、RPA を本格導入するために
は、推進体制やサポート体制を整備すること、ロボットの開発・稼働環境や内部統制を整備
すること等の課題もわかりました。これらの課題も踏まえ、来年度以降も引き続き業務改善
に取り組んでまいります。 

 
詳細については、別紙をご参照ください。 

 
（※）RPA : Robotics Process Automation（ロボットによる業務の自動化）の略 
 
 
 
 
 
 

【問い合わせ先】 
企画調整役（企画・RPA 推進担当） 前島 
企画調整役付専門職員 東 
E-mail：kchosei02@acs.u-ryukyu.ac.jp 
TEL：098-895-9096 
携帯：090-7985-4891（当日：現場視察担当） 
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琉球大学におけるRPA導入に向けた取組みについて
経緯

実証実験の結果

実証実験によって見えてきた今後の課題

 大学業務の高度化・複雑化により業務量が増大する中、単純業務を効率化し、企画立案等のより高度な業務にシフトする必要。
 2019年度学長特別政策経費として「RPA等を活用した業務改善プロジェクト」を実施。

 職員トレーニングとサポート体制
 本格導入に向けた推進体制の整備
 RPA対象業務の選定方針

 立候補のあった部署からヒアリングを行い、実証実験として３業務を選定（支援業者：㈱オプテージ、㈱国建システム）

2019年 2020年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

・導入事例等の情報収集
・ベンダーを招いた勉強会

・使用ツールの検討
（職員モニター）

・実証実験に使うツールの選定
・実証実験の対象業務の選定

・UiPathを用いたRPAの実証実験
・職員に対するRPA研修

対象部署 医学部医療支援課 学生部教育支援課 総務部人事企画課

自動化した業務
• 支払承認書の要件確認

→支払承認書の印刷
• 学生証の再発行

→再発行回数データの更新
• 採用申請書の内容を人事給

与システムに転記

本格導入に向けた課題 • 医療系業務への導入拡大 • 紙ベースからの転換 • システムとの相性

定量的効果（※） • 年84時間削減の可能性 • 年30時間削減の可能性 • 年150時間削減の可能性

定性的効果 • 「業務の標準化」「正確性の向上」「業務内容の高度化」等が見込まれる

※ RPA : Robotics Process Automation（ロボットによる業務の自動化）

 このほか、実証実験の前に、モニター職員により旧システムのメールを自動転送するロボを作成。
⇒ 約37万件のメール転送を実行（約1,700時間の業務削減効果）

 ロボットの開発、稼働環境の整備
 ロボットに対する内部統制の整備
 業務の電子化の促進 等

（※）定量的効果は、今後本格導入した場合に見込まれる担当者の作業削減時間であり、現時点で削減が確約されたものではない。
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EMIRAビジコン2020 エネルギー・インカレ

養殖藻場による
ブルーカーボンの創造と活用

2020.02.22
仲泊明徒（琉球⼤学⼯学部電気電⼦⼯学科 千住研究室）

EMIRAビジコンとは

株式会社KADOKAWA、
東京電⼒ホールディングス株式会社、
株式会社読売広告社の3社で構成する

webメディア

生活や産業活動を支えるエネルギーの
安定確保と、安全で持続可能なエネルギーの

導入が求められる社会背景をうけての、
国公私⽴連携13大学による

5年⼀貫の博⼠⼈材育成プログラム

SDGs ×エネルギー
募集テーマ

出典：emira-t.jp

1
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卓越大学院プログラム（PEP）とは

出典：waseda.jp/pep

卓越大学院プログラム（PEP）とは

出典：waseda.jp/pep
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発表構成

 ブルーカーボンとは
 ビジネスアイデア
 実現までのステップ
 まとめ

ブルーカーボンとは

地球温暖化の原因となるCO2の削減が必要とされる中、
⽣物による炭素固定能⼒が注⽬されている。

グリーンカーボン

陸上⽣物によって
吸収・固定される炭素

ブルーカーボン

海洋⽣物によって
吸収・固定される炭素
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ブルーカーボンとは

 日本におけるCO2吸収源
としてブルーカーボンは
204~910万トンの
ポテンシャルを持つ。

 都市緑地のポテンシャルと
比較すると1.6~7.3倍の
結果であり、吸収源として
有用であるといえる。図1 ブルーカーボン研究会による

日本沿岸域のCO2吸収量の試算

出典︓農林⽔産省︓「農⽔省地球環境⼩委員会合同会議」

ビジネスアイデア｜概要

養殖藻場

ウニ養殖CO2吸収源

海洋バイオマス燃料 海藻肥料

CO2

7
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ビジネスアイデア｜経済性

養殖
藻場

CO2吸収源

ウニ養殖

海藻肥料

バイオ燃料

クレジット化

販売利益

販売利益

販売利益

ビジネスアイデア｜期待される効果

CO2

地域活性化・雇用創出

磯焼け・漁業環境改善

エネルギー問題改善

肥料資源の節約

海洋酸性化抑制

CO2の吸収・固定

9

10



2020/3/24

6

ビジネスアイデア｜SDGsへの貢献

藻場の養殖と
クレジット化

ウニの
養殖と販売

バイオ燃料
抽出法の確⽴

海藻肥料
としての販売

実現へのステップ

11
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実現へのステップ｜藻場の養殖・再⽣
 コンブ等の⼤型褐藻の場合、
北海道や東北地⽅が候補となる。

z

場所の選定

藻場の養殖・再生
 藻類の養殖もしくは種苗の供給による
藻場の再⽣を⾏う。

 実施地域において、クレジット
認証制度を整備する。 クレジット認証

クレジット認証のための制度整備が課題

実現へのステップ｜ウニ養殖・販売
 塩蔵や冷凍保存によって、
通年の海藻飼料確保を⾏う。

z

海藻飼料の確保

ウニの養殖
 通常の養殖に加え、海藻飼料で駆除ウニ
の商品価値を⾼める取り組みも⾏う。

 地域ブランド化を⾏い、通年、もしくは
商品価値の⾼まる冬の出荷を⽬指す。 ウニの販売

年間の安定した海藻・ウニ養殖が課題
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実現へのステップ｜バイオマス燃料
 乾燥⼯程で発⽣する熱エネルギーの
施設内利用等、収⽀改善に取り組む。

z

エネルギー収支の改善

普及の推進 利益を他取り組みとの正味でとらえ、
バイオ燃料の販売価格低減と普及を狙う。

 普及推進や利益の活用により、
より良い抽出⽅法の研究を推進する。 技術研究の推進

効率の良い燃料抽出技術の研究が必要

実現へのステップ｜海藻肥料販売
 乾燥プロセスをバイオ燃料と共通
化するなど、コスト・CO2削減を
意識する。

z

乾燥・加工工程

 化学肥料と違い⼟地を枯らさず、
窒素、リン、カリウムを含むため
需要がある。

肥料としての販売

肥料として使用する分量の最適化が必要

15
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まとめ

藻場

クレジット化

海産物養殖

バイオマス燃料

海藻肥料

地域活性化
雇用創出

漁業環境改善

エネルギー問題の改善

肥料資源の節約

CO2

ミネラル

地球温暖化抑制吸収・固定

まとめ｜実現への課題

1. クレジット認証制度の整備

2. 安定した養殖方法の検討

3. 効率的な燃料抽出技術の開発

4. 消費予測による肥料生産量の最適化

17
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2019 Excellent Student Award of the
IEEE Fukuoka Section Award Winners
http://www.ieee-jp.org/section/fukuoka/index.php?
2019%20Excellent%20Student%20Award%20of%20the%20IEEE%20Fukuoka%20Section%20Award%20Winners

2019年 IEEE福岡支部 学生研究奨励賞（第19回）受賞者 †

審査の結果，2019年 IEEE福岡⽀部 学⽣研究奨励賞（第19回）の受賞者が、下記のように決まりましたのでお知ら
せいたします。 （掲載は⽒名のアルファベット順で、受賞者名・所属及び学年・論⽂タイトル・掲載論⽂誌の順）

Alshhawy Shimaa Albasuony Abdelrazk
九州⼤学⼤学院 システム情報科学府 電気電⼦⼯学専攻 修士課程2年
Separation-Misalignment Insensitive WPT System Using Two-Plane Printed Inductor
IEEE Microwave and Wireless Components Letters, Vol. 29, No. 10, pp. 683 - 686

Mikaeel Ahmadi

琉球⼤学⼤学院 理⼯学研究科 ⽣産エネルギー⼯学専攻 博士後期課程1年
Optimal Sizing of Multiple Renewable Energy Resources and PV Inverter Reactive Power
Control Encompassing Environmental, Technical, and Economic Issues
IEEE Systems Journal, Vol.13, No.3, pp. 3026 - 3037

Ahmed Nasser Ahmed Ismail
九州⼤学⼤学院 システム情報科学府 電気電⼦⼯学専攻 博士後期課程2年
Interference Mitigation and Power Allocation Scheme for Downlink MIMO-NOMA HetNet
IEEE Transactions on Vehicular Technology, Volume No. 68, pp. 6805 - 6816

Liu Lei
琉球⼤学⼤学院 理⼯学研究科 総合知能⼯学専攻 博士後期課程1年
Load Frequency Control for Renewable Energy Sources for Isolated Power System
Proceedings of Fifth International Conference on Electric Power and Energy Conversion
Systems (EPECS 2018), pp. 254 - 259

⻤丸 隆太郎
⿅児島⼤学⼤学院 理⼯学研究科 電気電⼦⼯学専攻 博士前期課程2年
60 GHz Dual-Polarized 2x2 Phased Array Antenna Using Copper Ball Interconnection
Proceedings of 12th Global Symposium on Millimeter Waves (GSMM2019), pp. 65 - 68

Mohamed Salah (M. S. Hassan)
九州⼤学⼤学院 システム情報科学府 電気電⼦⼯学専攻 博士後期課程3年
Pulse Width Modulation-Based Common-Mode Noise Source Characterization of Three-Phase
Two-Level Split-Source Inverter
Proceedings of 11th Annual Energy Conversion Congress and Exposition (ECCE 2019), pp.
2867 - 2872

德永 宏樹
九州⼤学⼤学院 システム情報科学府 情報知能⼯学専攻 修士課程2年
Adaptive Weighting Multi-Field-of-View CNN for Semantic Segmentation in Pathology
Proceedings of 2019 IEEE Conference on Computer Vision and Pattern Recognition (CVPR),
pp. 12597 - 12606

上原 優衣
⼤分⼤学⼤学院 ⼯学研究科 ⼯学専攻 博士前期課程2年
Monitoring Sake Brewing Processes with Compact Wireless Sensors
Proceedings of 9th International Conference on Consumer Electronics (ICCE-Berlin 2019),
pp. 319 - 323

山口 正登志
九州⼯業⼤学⼤学院 ⽣命体⼯学研究科 ⽣命体⼯学専攻 博士後期課程3年
A Chaotic Boltzmann Machine Working as a Reservoir and Its Analog VLSI Implementation
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Proceedings of the International Joint Conference on Neural Networks 2019, N-20163(7
pages)

山下 勝也
宮崎⼤学⼤学院 ⼯学研究科 ⼯学専攻 博士前期課程2年
Study on Location Accuracy of Partial Discharge Locator
Proceedings of 2019 Electrical Insulation Conference (EIC), pp. 321 - 324
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Team Ryukyu 令和元年度データ解析コンペティション日本計算統計学会スタディー   
グループ部門報告会奨励賞（学生部門）獲得 

比嘉舞輝，吉田裕行（宮田研 M1），平良日向子（倉田研 M1） 
 
【概要】 
2/22（土）に統計数理研究所で開催された表題の研究会で工学部のデータサイエンティスト
集団 Team Ryukyu が学生部門で奨励賞を獲得しました。実データに基づいて、AI を用いて
タクシーの最適な流し経路を探索した成果が評価されました。 
 

 
図１：Team Ryukyu のメンバーと最終報告会での発表タイトル 
 
 
 
 
【本件に関するお問い合わせ先】 
担当：宮田 龍太（工学部・エネルギー環境工学コース） 
E-mail：miyata26@tec.u-ryukyu.ac.jp 
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図 2：受賞チーム一覧 
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令和２年３月１９日 
国立大学法人琉球大学 

 

 

琉球大学病院看板除幕式の開催について  

 

 
記 

 
１．日     時：令和２年４月１日（水） １３時１５分～１３時３０分 
 
２．場     所：医学部附属病院 玄関前（別添地図を参照してください） 

 

３．式典プログラム： 

（１）開会 

 

   （２）看板除幕 

 

   （３）琉球大学長挨拶   

 

 （４）琉球大学病院長挨拶 

 

 （５）閉会 

 

   ※閉会後、報道関係者からの質疑応答の時間（１０分程度）を設ける予定です。 

   ※取材を希望される場合には、事前に以下の担当者へ連絡をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

琉球大学医学部附属病院は、令和２年４月１日から、病院の名称を「琉球大学病院」として、

変更することとなりました。 
近年、医療現場においては、医療の質と安全性の高い医療の提供を行うため、管理者である

病院長のリーダーシップが求められております。 
この度、琉球大学では、病院ガバナンス改革の一環として病院長の権限の強化と併せて病院

の位置づけをこれまでの医学部の附属施設としての位置付けから、大学の附属病院として変更

し、病院の機能強化を図ることとしております。 
ついては、以下の日程で琉球大学病院看板除幕式を開催しますので、ご案内いたします。 

【担当・問合せ先】 
 医学部総務課 課長代理 大城 
電話：０９８－８９５－１００６ 
FAX：０９８－８９５－１０９０ 
E-mail：igzkndairi@acs.u-ryukyu.ac.jp 

PRESS RELEASE 
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